
富山商工会議所�
富山市価値創造プロジェクト特別委員会�

富山市価値創造プロジェクト 始動宣言�
1Vol. 2002.10

いい仕事、�
未来へ。�

価値創造への５つの行動�

「いい仕事、もっと。」�

富山市価値創造プロジェクト、また本冊子に関するお問い合わせ先�

富山市価値創造プロジェクト事務局（富山商工会議所企画総務部内）�
〒920-0083　富山市総曲輪2-1-3�

電話 ： （076）423-1111（代）　FAX ： （076）423-1114�
URL ： http://www.ccis-toyama.or.jp/toyama　　E-メール ： toyama＠ccis-toyama.or.jp

１．�

２．�

３．�

４．�

５．�

もっと面白がろう！�

もっと探しだそう！�

もっとほめ合おう！�

もっとつながろう！�

もっと語り継ごう！�

本気で面白がれば人は集まる、それが価値になる。�

時代の光を当てれば、隠れた価値が輝きはじめる。�

応援してくれるから、価値創造の勇気が生まれる。�

価値と価値が融けあって、まち全体の価値になる。�

価値が共感をつむぎ、感動が次の担い手を育てる。�

いい仕事、人へ、街へ、未来へ。�



神通川の大改修、北陸鉄道開通からおよそ100年、戦後復興から５０余年、駅北地区整備事業着手から10余年。

20世紀の富山市は「日本の都市開発モデル」と呼ぶべき歴史でした。しかし、未だと言うべきか、現在の富山市

には地方中核都市ならではの今日的な課題が山積しています。�

そして新世紀、時代は地方分権による都市の自立と都市経営の実践、様 な々都市課題の解決と個性化･活性

化による都市間競争での勝ち残りが求められています。そうした中、10年後には北陸新幹線が開業し、富山市

に新たなステージが開かれます。はたしてその時に「富山市は輝いている」だろうか。１００年の計で創られてきた

都市は、いま、次の100年の計に着手する時期を迎えています。�

�

10年後、富山市は輝いているか？�

もはや都市づくりを、行政まかせにする時代は終わりました。市民から発意し、市民が選択し、市民が実践する時

代です。それを行政が支援してくれます。また、問題点を議論するだけの段階も終わっています。現有の価値資

源を見なおし、時代に合わせて再構成していくこと。そして、どこにもない富山市ならではの都市づくりに、ひとつ

ひとつ着実に取り組んでいくこと。その未来に向かう姿勢と行動こそが求められています。�

本プロジェクトが、富山市の「都心部」に焦点を合わせ、「市民による、市民のための活動」にこだわり、あくまで「価

値創造プロジェクトの実践」を標榜している意図もそこにあります。議論だけで終わらせることのないよう、強固な

意志をもって取り組んでいます。�

価値を活かす。市民の手で実現する。�

本冊子は、富山商工会議所の呼びかけで組織された「富山市価値創造プロジェクト特別委員会」での、9ヶ月に

わたる議論・検討の成果を要約したものです。しかし、これが「最終報告書」ではありません。大きなベクトルを共

有し合い、多様なプロジェクトを誘発していくための「ガイドブック」であり、具体化への第一歩を踏み出すための

「企画書・第一稿」という位置付けです。富山市の価値創造は、あくまで富山市民の自発的かつ主体的な発意

と行動によってこそ成し遂げられると考えるからです。�

発言しなければ意思は伝わりません。行動しなければ何も変わりません。まずは、一人ひとりが動き出すことから

始めませんか。その小さな一歩が集まって、富山市全体の次への第一歩に結実していくことを確信して。�

一人ひとりの一歩が、価値創造の第一歩に。�
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富山市の「価値創造」へ。�
ともに、次の一歩を踏み出そう。�

●副委員長�

●委員長� ●事務局長� ●オブザーバー�

●分科会座長�

宮地秀明（インテック） �
住民が自分たちの町に、強烈なくらいの関心
と誇りを持っていること、それがいい町の条件。
私たちの町・富山のことに、もっと関心を持つ
ことが大切だ。�

白倉三喜（富山日産自動車）�
先人の遺徳を偲びつつ、成熟期にある富山
の「まちづくり」を今、皆で考えたい。「かちか
まわない」のでなく、大いに「価値」にかまい
ながら。�

山下隆司（シー・エー・ピー）�
街を勢いづかせる原動力は、“誰がやるがけ？”
の問いに、“私がやる”と宣言すること。今、人々
が立ち上がった。第一弾は、街中にあふれる
ポスターアートだ。�

増山三雄（米三）�
物質的な豊かさではなく、次世代の環境づくりをベースに、人々の交流
と時の豊かさに価値をシフトさせる。これから第2ラウンド、そんな議論を
スタートさせたい。�

篠島功（日本海ガス）�
中心市街地活性化なくして、街の再生はあり得ない。市民一人ひとりの
意識変革なくして、人々が滞留する中心市街地づくりはない。プロジェ
クトの本質は、人間の復興だ。�

　富山市には、立山連峰の自然や景観、海

や野の食材、売薬の伝統を受け継ぐ製薬･化

学工業といった産業など様々な「価値資源」

がある。だが私自身が他の人に対して、その

価値資源を自信を持って奨めているだろうかと

自問したとき、しばしば「な～ん。何もないちゃ」

と答えてきたように思う。�

　委員会や分科会での熱心かつ様々な討議

や意見交換、また域内外の有識者へのアン

ケート調査から、富山市の「価値」や「価値

創造」の方向が明確になってきた。今後は、我々

自身が出来ることから行動を起こすことはも

ちろん、このプロジェクトへの市民･民間の幅

広い参画と自由なアイデア、そして果敢な挑

戦と行動を、切に期待するものである。�

　いま、日本は大きな転換期にあり、凄まじい

スピードで常識の変化が起きているといって

も過言ではない。今後益々企業間競争そして

都市間競争が激化していくものと思われる。�

　企業も都市も、“自らの価値”を一層高め

る不断の努力が必要である。企業にあっては、

現場第一線の社員を中心とした全員参加に

よる顧客第一主義の徹底であり、都市にあっ

ては、市民による市民のための都市作りの実

践である。�

　皆で考え、皆で実践し、富山市の価値を高め、

素晴らしい富山を後世に残したいものである。

本冊子がそうした活動展開の動機づけ、きっ

かけづくりになれば幸いである。�

　人生を高速道路に喩えて、「ただ突っ走る

だけではどこかで無理が生じる。一休みして、

人生の英気を養うためのサービスエリアが必

要である」という人がいる。このたびの価値創

造プロジェクトは、新しいモノに目を奪われるこ

となく、既存の資源に目を向けて再認識･再発

見するための、重要なサービスエリアの役割を

果たしているのではないか。各委員による様々

な意見･提案は、そう感じさせるものだった。�

　しかし、これを実行しなければ何も変わらない。

まちづくりとやまとしては、実行可能な施策に

ついては行政や商工会議所など関係機関と

連携を図りながら、積極的に取り組んで参り

たいと考えている。富山の評価を高めるアイ

デアの「宝の山」を生かすためにも。�

●委員�

石井隆信（安田屋石井商店）�
おのおのが出来ることから始めれば、何かが
変わる。やがて大きな力になる。�

石黒厚子（北陸経済研究所）�
市民が富山を語り、想い、議論しながら街を
創りあげていくこと、それが目的。 �

岡崎稔（リスクマネジメントシステム）�
今こそ富山の人づくり、アイデンティティーづ
くり。大事な想いを忘れぬように。�

加納豊（加納造園）�
遊び心とユーモア、そしてコミュニケーションが、
魅力ある人と街をつくる。�

小又幸進（北陸電気保安協会）�
富山市の数多い資源を生かすための、ソフト・
インフラの整備が重要だ。�

近藤駿明（近藤建設）�
もっとチャレンジを！行政と民間が各々持って
いる情報やノウハウを交換・連携しよう。�

島川とも子（島川製飴）�
知らない、関心がない、それ自体が問題。�
私達の町は私達の手で！�

竹嶋身和子（チング）�
いろいろな考えを持ち、いろいろなことをやっ
ている“人”こそが富山の価値。�

土田洋（富山ターミナルビル）�
危機感を、意識転換につなげよう。歩いて楽
しめる賑やかな街づくりへ。�

長尾治明（富山国際大学）�
21世紀、都市の魅力づくりの要は、既存資源
をコーディネイトし付加価値を高めること。�

羽根由（生活ネット研究所）�
異質なものを認めあい、誉めあうことから始め
よう。それが人材育成になる。�

古川邦男（ラックス）�
富山の価値を高める、「自らのため」の情熱
と協働。これからが重要だ。�

柳井雅也（富山大学）�
環境・福祉にやさしい、世界レベルの「価値
創造」を実現したい。�

山崎佐和子（竹林堂）�
富山市を、もう一度行きたい街、おいしい街に。
その仕掛けづくりを、いま。�
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株式会社まちづくりとやま　�

副社長�



富山市が輝くための選択を、いま。�

市民の選択―１�

多くの市民が、富山市が「住みやすい街」であると認識しています。都市基盤は相応に整備され、自然環

境にも恵まれています。その一方で、「街に活気や刺激がない」「街も市民性も暗い」という声も聞こえてき

ます。外の人たちは、「街に個性がない」と見ています。これらは、本プロジェクトの中で実施したアンケート

に寄せられた、域内外の有識者からの意見です。ひとことで言えば、「まずまずの街」ということでしょうか。 

視点を、富山市から日本に移してみます。長引く構造不況、公共財源の逼迫、少子高齢化の進行、生産

人口の減少、生活環境の悪化、賑わいの喪失、市民意識の沈滞…。様 な々都市課題は、とりわけ地方都

市に重くのしかかってきています。全国どこでも、地域経営の必要性が叫ばれている共通の背景です。�

富山市も例外ではありません。いま「着手しない」ことは、「現状維持」ではなく「衰退」を意味しています。�

�

まずまずなのだから、変えていく必要はない？�
それとも、もっと活気のある魅力的な街に変えていきたい？�

市民の選択―2

例えば、１０年後の新幹線開業。このままに放置すれば、そのとき、富山市は通過されるだけの街になって

いないか。やがて輝きが薄れ、まさに「何もないちゃ」の都市になってしまわないか。新幹線開業のタイミン

グを街にとってのチャンスと捉えるか否か、その決断のために残された時間は決して多くはありません。�

事が起こってから考えればいい？�
それとも、いまから着手して、未来に働きかけていく？�

市民の選択―3

誰か（行政）が変えてくれるのを待つ？�
それとも、市民自らの手で変えていこうとする？�

富山市は、私たちの街です。私たち市民が日々 を暮らし、空間に憩い、時間を楽しむ街です。より多くの人々

にも訪ねてきて欲しいと思う街です。それが誇りです。�

だからこそ、現状を「変えていく」ことを、たった「いま」から、「市民の手で」始めようと思う。�

富山市価値創造プロジェクトの選択であり、起点です。�
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活性化への�
問題点の克服�
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十分満足と言わないが、そこそこ悪くはない。

悪い点は行政が何とかすべきだ。自分か

らは何をどうすべきかよく分からない。いつ

か誰かがやってくれるだろう、という他人事

意識はないか。�

ぬるま湯の市民意識�

中心商店街から、かつての賑わいが失われつつある。

まる一日を家族で楽しんだ、幼い頃の思い出が懐か

しい。街なかを歩かなくなった。歩いて楽しい場所も

多くない。そこに人も住んでいない、という都心危機を

感じていないか。�

都心部の空洞化�

家族と友人と、富山の良さを語り合っているか。富山

の見どころ、楽しみ方を外の人に語りかけているか。「何

もないちゃ」と答えていないか。この街に生まれ育ち、

暮していることの誇りを、子供たちに伝えているか。�

郷土愛の稀薄化�

ずっと昔から、立山が見える、売薬の伝統がある、美

味しい魚がある。だから富山には魅力がある、と考え

てから幾歳。はたして、その魅力に磨きがかかったか。

新しい魅力は加わったか。誰もが魅力と感じているか。�

個性と魅力の喪失�

クルマも、飛行機も、鉄道も、交通は便利に

なった。これからも便利になる。しかし訪ね

てみたい魅力も、仕事の機会もないとしたら、

市民にとっての「便利」とは何なのだろう。�

通過する駅と街�

外から来た人を「旅の人」とよぶ慣わし。感覚よりも

理屈を優先させる思考。遊びすぎや自己演出を厭

う気持ち。その市民性が、価値への感性を鈍らせ、

もてなしの心を失わせていないか。�

旅の人だから意識�



「テーマ」×「必要な仕組み」による�

プロジェクトの発想�

プロジェクトの展開イメージと体制づくり�

「価値」に気付く、「価値」を語る。�
�

「価値」とは�
「価値」とは、日々 の生活の中で、自分にとって、社会にとって役に立つと考え、大切にしたい、誇りに感じる、ときに自慢したいと思う

コト・モノ・暮し方の総称です。それらは、日常生活の時間や、身の回りの空間の中に息づいています。しかし、日常への慣れに

よって、それを感じとる感性を鈍らせてしまうのも「価値」です。身近すぎて当り前と考えていることの中にある大切なもの、本質的

なことに気付き、目を向けることが「価値」探しの始まりです。そうして眺めてみると、富山市にはたくさんの「価値」が存在して

いるはずです。�

また、「価値」を認識するのは、個々人の価値観です。だから、「私はこれが価値だと思う」と表現しない限り、他の人には「価値」

と認識されません。逆に、「これが私たちの価値です」と語りかけることによって、多くの人とその「価値」を共有できるようになります。

ひとりの「価値」を、市民の「価値」にするのも、それをより多くの人の「価値」認識へと広げるのも、コミュニケーションの力です。

富山市民に不足しているのは、この力ではないでしょうか。�

「価値」を評価する、「価値」を束ねる。�

「価値資源」とは�

「価値」の塊を構成しているのが、「価値資源」です。自然

環境や景観、歴史や史跡、文化施設や文化事業、祭りや

食文化、商店街の賑わいや産業の活力、土地の人々の人

情やもてなしの心…。これらすべてが「価値資源」になりえ

ます。しかし、「価値」は時代の価値観によって評価が変

わります。例えば、路面電車はクルマ社会が進展する中で

は邪魔者になりかねませんし、環境配慮や都市景観の観点、

コンパクトな市街地を回遊する市民の足という観点から

すれば、まさに「価値資源」です。�

富山市には豊富な「価値資源」があります。しかし、一度、

今日の眼、未来視点で個々に評価しなおしてみる必要が

あります。これから「価値」になっていくものはどれか。もう

忘れ去られていたものの中にも、これからの「価値資源」

が埋もれているかもしれません。佐々成政の再発見・再評

価も、そのひとつと言えます。そして、これらの「価値資源」

をある文脈（コンテクスト）の中において、関連する「価値

資源」と組み合わせてみることで、資源単体が「価値」の

塊として輝いてきます。それが富山市の「価値」です。

その束ね方が創意工夫を必要とするところです。�

市民による、市民のための運動づくりへ。�

「価値創造」とは�

目に見えている「価値」、埋もれている「価値」、これからの

「価値」。それに気付くこと、語り合うこと。時代の流れの中

で評価してみて、ある視点から束ねてみること。その一連

の行動を、市民一人ひとりが実践していくことが「価値創造」

です。ゼロから何かを生みだそうとすることよりも、富山市の

中にすでにある価値の素に新しい光をあてて輝かせるこ

とが大切だと考えます。なぜなら、それこそが富山市に固

有の「価値」であり富山市民の誇りの源泉であるからです。�

また「価値創造」は、こうした行動を、市民の発意により、市

民自らの手で実践していく永続的な“運動づくり”を意味

しています。その運動の継続がやがて、過去の資産を超

えたまったく新しい価値の創造につながっていくものと確

信します。だからこそ、いまある「価値」を次代に継承して

いく努力が必要なのです。「価値創造」は未来に向かう

恒久運動なのです。�

現在、様々な主体によって進行している計画、実施が予定（検討）

されている計画等と連動。「価値創造」の視点を加えることで�

より大きな成果の期待できる案件を選択、その取り組み方を提案�

始動期プロジェクトの選択�

価値創造を推進していく上で�
備える必要のある�
仕組みの明確化�

価値創造のために必要な�
仕組みの目標化�

価値資源を結合させ、今後の富山市を�
個性化していく“魅力の柱”�
（＝テーマ）として収斂�

価値創造テーマ�
の設定�

「価値」から�
発想する�

富山市価値創造プロジェクトでは、文字通り「富山市の価値とは何か」から考え、発想していき

ます。前述のような「問題点」には、それぞれの背景と状況があり、一朝一夕に解決できるもの

ではありません。むしろ、その危機意識をベースとしながらも、今ある「長所」を伸ばす、「価値｣

と思えるものをもっと光らせる方途を、敢えて選択しています。都市の魅力、都市の個性を構成

しているのは、誰もが「価値」と考える事実の集積に他ならないからです。�

ひとつひとつの「価値創造」、その実践から富山市は変わっていくと確信します。�

富山市価値創造プロジェクトのフレーム�

プロジェクト発足に至る背景としての�
問題意識＝危機意識の確認�

活性化への問題点の克服�
現有する個々の「資源」の価値評価と、�

「価値資源群」への集約�

価値資源の抽出�
内外アンケート調査�
による検証�
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いい仕事、�
未来へ。�



北陸地区の中央、富山県の中心に位置し、陸・空・海の交通結節点を

持つ富山市は、人やモノが「動く」「交流する」上で、稀に見る好条件

を備えている。必要なのは、この優位性を活かすための仕組みである。�

富山市内はもちろん、近隣市町村、さらには近隣県のモノ（特産物など）

や情報（観光情報、仕事情報など）を、富山市の中心に「集める」こと

によって、「まずは富山市に行ってみよう」と思わせる仕掛け。そうした

モノや情報が「集まってくる」ためのネットワーク拠点の整備。それらに

よって、人々が「富山市に集まる理由」が明快になってくる。�

「集める・集まる」仕組みづくり�
人・モノ・情報が集まる、コンパクトな「センター」に�

富山市の都市基盤の整備度は高く、中核都市に相応しい施設

群も各所に備わっています。また、これからの時代にあっても有

効に活用しうる「価値資源」も数多く存在しています。その上で

なお、都市の活力が不足し、街としての魅力に欠け、市民生活

の中に活気が湧きあがってこないとすれば、それらを生みだし、

増殖させていく「仕組み」の未整備こそが問題だと考えます。�

都市のハードは、いわば「舞台」であり、価値資源は「素材」です。

富山市という舞台で、価値資源という素材を有効に活かしてい

くために、もう一つ必要な機能、それが「仕組み」というソフトです。�

1

2

3

4

5

富山市の最大の問題の一つが、価値資源の分散である。文化施設や

観光名所は市内各所に散らばっており、大通りは駅を挟んで南北に

分断されている。市内交通網も、ルートやダイヤ等の問題から、十分に

活用されていない。その結果、坂の少ない平坦な地形を清流が流れる

都心部が、本来「歩いて楽しい街」としての高いポテンシャルを有する

にも関わらず、クルマ社会をより一層加速させている。��

点在する価値資源を「つなぐ」交通の仕組み、徒歩や自転車などによる

移動そのものが楽しめる仕組み、それらの前提として、都心の回遊

導線を設定すること、などが必要となる。�

�

「結ぶ・廻る」仕組みづくり�
「歩いて楽しい」都心回遊のために�

都心の顔であるべき商店街に、かつての賑わいを取り戻そうとするとき、郊外型シ

ョッピングセンターとの「共存」を前提とした上で人々に対して「郊外店とは異なる

価値」を提供することが必要条件となる。�

ショッピングとは、生活財の購買であると同時に、時間消費を楽しむことである。郊

外店の魅力が、生活財の効率的調達、いわゆる「ワンストップ・ショッピング」であ

るならば、商店街が備えるべきは、一日という時間を楽しく過ごせる「ワンデイ・ショ

ッピング」の仕組みではないか。多様な業種･業態の店揃え、飲食や娯楽、休憩で

きる場所の充実。また、「そこに行けばいつも何か新しいコトが起こっている」こと、

たとえばイベントやキャンペーン、市民祭りとの連動。リピート客が特典を受ける仕

組み。さらに、これらを実現していくための、商店主や従業員の「やる気」や創意工

夫を評価し、支援する仕組みづくりが重要だ。�

「賑わい創出」の仕組みづくり�
「ワンデイ・ショッピング」の場としての商店街再生を�

和漢薬の創業、売薬というビジネスモデルの創造、ベンチャー企業の輩出、ますの

寿司から近年のガラス工芸に至るまで、富山市には産業創造の実績が豊富に存

在する。創造活動こそが人間にとって最大の楽しみであることを考えれば、富山市

には、その伝統が根付いている。�

産業は産業、芸術は芸術と区分してしまうのではなく、それらすべてを都市生活を

楽しむための素材と捉え、日常の中に採り入れていくことで、富山固有の文化風土、

富山市民らしい“遊び心”の発現を促すことができる。そのために、多くの市民が

そうした楽しみを共有し参画できるための、場や機会を備えることが必要となる。�

�

「遊ぶ・創る」仕組みづくり�
産業創造の伝統を“遊び心”に�

「価値」の発見、発見した「価値」の共有、共有された「価値」の内外への発信。

この一連の流れによって、街は魅力的に見えてくる。�

まずは市民自身が富山市の良さに気付くこと、それを相互に語りあう習慣を持つこ

とから始める必要がある。日常の中で出会う美しさや、感動できる事柄をひとつひ

とつ評価することが、大切な価値を守り育てていく運動となり、がんばる人々への

支援となる。�

それを域外に発信することが、交流人口の増加につながる。それを若者たち・子供

たちと語り合うことが、郷土愛を持つ次世代の育成につながる。必要なのは、そん

な人と人とのコミュニケーションを促進するためのきっかけと仕掛けである。�

「話そう富山」の仕組みづくり�
「見つける」「褒める」「伝える」で街を元気に�

7 8

価値創造のために必要な仕組み�いい仕事、�
未来へ。�

富山市売薬資料館所蔵�
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